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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2021 年５月 20 日に公表しました通期連結業績予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

◇業績予想の修正について 

2022年３月期 通期連結業績予想の修正（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

177,500 

百万円 

5,500 

百万円 

5,850 

百万円 

4,100 

円 銭 

136.59 

今回修正予想（Ｂ） 192,000 4,000 4,350 3,100 103.22 

増減額（Ｂ-Ａ） 14,500 △1,500 △1,500 △1,000  

増減率（％） 8.2 △27.3 △25.6 △24.4  

（ご参考）前期実績 

（2021年３月期） 
181,356 5,387 5,744 3,782 126.00 

 

修正の理由 

（１）売上高 

主力の飼料事業において、畜産飼料販売量は、昨シーズン大規模に発生した鳥インフルエンザ

からの回復が想定より遅れていることを受けて、計画を下回る見込みとなりました。一方で、畜

産飼料平均販売価格は、原材料価格の高騰を受け上昇し、高水準で推移しております。減少要因

より増加要因が大きいことから、売上高が計画を上回る見込みとなりました。 

 
（２）利益 

  飼料事業において、畜産飼料販売価格の値下げ決定後の原材料価格の高騰により、第３四半期

に原料ポジションが大幅に悪化しました。第４四半期も第３四半期と同等の状況が続くことが見

込まれます。また、畜産飼料販売量が計画を下回る見込みとなったことに加え、水産飼料の販売

量減少及び原料価格の想定以上の高騰による利益率低下が見込まれます。以上のことから、利益

が計画を下回る見込みとなりました。 

 
（注）本資料は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社とし

て約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  以 上 


